




















































































































































































































































































入ハイウェイ2 G1丑 G21 G3塞 G4葦 G5蓋 G61
CHI　C｝｛4 C｝｛2α｛五 TI2 丁毘 T32 T42 T52 丁鑓
噌
入ハイウエイ3 G2 G22 G32 G42 G52 G繊
C｝｛！CI｛α｛3　C
?
T13 T23 T33 T43 T留 T田
一入ハイウニイ4 G藍3 Gお G詔 G43 G憩 G63
至　4　　3C賢 ’r銅 丁醗 丁劔
ゆ
T14 T％ T翻
G匪4 G24 G編 G艦 G関 G64
T　　入
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2，400 2，400blt／sの符号伝送の可能なもの 同期式 2，400
4，800 4，800bl》sの符号伝送の可能なもの 同期式 4β00
9，600 9，600bi▽sの符号伝送の可能なもの 同期式 9，600
48，000 48，000bit／sの符号伝送の可能なもの 周期式 48，000
3。4課金方式
　回線交換サービスにおける通信料金は，通信時間と距離によるK課金方式（距離別時間差法）
で算出される（下式参照）。
　　　　　通信時間　　　　　　　　　＝；登算度数　　　　　単位時間
　　　　　単位料金×登算度数＝通信料金
　課金の対象となる時間は，通常の電話における課金と同様に，接続完了（通信可能信号送出時）
から，復旧要求信号検出（切断要求信号検出）までの，回線保留時間である。障害，規制，話申
などの接続が完了しない場合については，課金されない。
　また，通信を目的としない接続，たとえば短縮ダイヤル登録，閉域接続の登録および解除，発
着信接続試験などについても課金はされない。
3．　5番号計画
　回線交換サービスの加入者番号の割付けは，日本全国どこからでも同じ番号で接続できる7桁
の番号で行っている（この番号計画を“閉番号方式”あるいは“閉鎖番号方式”と呼んでいる）。
特殊番号（特番）は“1”十2桁の数字で計画されているため，一般の加入者番号は“2”で始
まる7桁の数字である（表3．2参照）。
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表3．2　回線交換サービス番号計画
種　　　　類 番　号　形　式 備　　　　　考
完　結　形 lXY
特殊番号 lXY
番号付加形 1XY＋付加番号短縮ダイヤル登録，閉域接続登録など
一　般　加　入　番　号 ABCDEFGiA二2～9）
表3．3　各種接続におけるダイヤルフォーマット
項　　冒 種別 選　　択　　操　　作　　手　　順
ABCDEFG　十一般接続 接続 加入者番号
遇」／　　　　　　　　　ABCDE：FG一十
登録
特番　／七手灘号　　　　　　指示番号（登録）
加入者番号
ペア型
接続 ・幽＋@相手指定番号
閉域接続
解除
詣／／斗痛鱗号　　　　　　指示番号（解除）
ABCDE：FG　一十
登録
構／＋｛旨旙号（登録）加入繍
グループ形
ABCDE：FG　十接続 加入者番号
閉域接続 越」／　　　／　ABCDEFG　一十
解除 騒七旨藩㈱加入者翻
遡］／L△△一」／　ABCDEFG　一十登録 特番　　短縮番号　　　　加入者番号
短縮ダイヤル
接続 ・L坐」÷@短縮番号
扱者特番
ｭ　着　信
　、
氏@験 111一十
扱者特番
投uコマンド投入 114一十
　＊開番号方式（開放番号方式）
　日本の電話網では，市内通話は閉番号方式で，全国自動即時通話は開番号方式というよう
に2つの方式がとられている。日本で市外通話をするとき，はじめに，“0”をダイヤルする
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　　のは，自分が加入している市内網から市外網へと接続を切り換えるために必要であり，閉番
　　号地区から地区外へ開放するためである。
　表3．3に各種接続におけるダイヤルフォーマットを示す。
　電話網では，単位料金区域（MA）は市外局番で行っているが，回線交換サービスでは，　A～
Dまでの4数字以内で行っている。またMAは，電話網と同じになっている。
3．　6信号方式
　端末から交換機に接続要求信号を出して希望する相手と通信するためには，端末・交換機間で
さまざまな制御信号の授受が必要となる。図3．7に，各装置問における信号方式の概略を，表3．4
～表3．6に，各装置問の信号の種類を示す。
DTE　　　　DSU
データ端末宅内回線終端装置 LC　CS　CS集線装置　　回線交換装置回線交換装置
加入者線
信号方式
図3．7
　　　LC　一　CS間　　局間信号方式
　　　信号方式
　（注）CSは時分割通話路装置（TSWE）
　　　　として説明している文献もあり。
装置問の信号方式
1
表3．4　各装置間の信号（1）加入者線信号
信　ンナ　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き
発呼で、粥・（発呼要求） 発呼を要求する信号。接続するための一番はじめの信号 端末一・LC
切断信り一（復i日要求） 切断を要求する信号 端末→LC
応答信号（着呼受付） 着信に対して，応答する信号 端末→LC
選　　択　　信
?
接続柑手を指定するための信号（ダイヤル信号） 端末→LC
選択信写送出目丁信｝ナ 電話のダイヤルトーンに相当する信号 LGウ端末
lD　　信
?
接続時に相手端未番号を伝える信号 LC一榑端末
コールプ・グレス信号 相手端末へ｝｝三しく接続できない場合，相手端末や交換局の状態を伝える
M号（電話の話中音などに相当） LC一→端末
接続完r信乃・‘」 相手端末との接続が終rして，通信に入ってもよいことを知らせる信号 LC→端末
復旧確認信 ? 通信回線が切断されたことを示す信号。一連の信号の中で，一番最後の信号
表3．5　各装置問の信号②
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LC－CS問イ言う｝
信　号　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き
加入者走査情報
LCが加入者線側をスキ畢ン（走査）した結果の端末側の発呼，切断など
ﾌ清報 LC→CS
応答（アンサ）清報 CSからの制御情報（コマンドあるいはオーダ情報）によって動作した結ﾊを知らせる惰報 LC→CS
保　　守　　情　　報 LC側の各装置の現用・予備切換表示，同期外れ，その他障害表示を行､情報 LC→CS
LC　制御情報CSからしCに対する制御情報 CS柚LC
表3．6　各装置問の信号（3）局問信号
信　号　名　称 機　　　　　能　　　　　概　　　　　要 信号の向き
ア　ド　レス信号 中継接続および着加入者への接続に必要な情報・閉域サービスなどの付ﾁ情報を含む情報 発側→着側
応　　答　　信　　号 着呼完了（応答完了）および通信料一括課金サービスなどの付加情報を含ﾞ建白 着側→発側
接続不可信号 中継線ビジー，被呼端末ビジーなど接続不可の原因を示す情報 着側→発側
切　　断　　儒　　号 切断・切断確認を示す信号 海商→着側
回線監視信号 回線の閉塞あるいは閉塞解除を要求する信号
回線試験信号 隣接局間回線の試験で使用
ファシリティ
o録・解除要求信号 閉域サービスなどの不可サービスの登録・解除を要求する信号 発側→着側
ファシリティ
o録・解除応答信号 登録および解除要求が晶晶局において，正常であることを示す 着側→発側
ファシリティ
o録・解除不可信号
登録および解除要求が，着側局において，受信不可およびその原因を示
ｷ信号 着側→発側
3．7端末インタフェース
　端末インタフェースとは，網と端末装置との境界条件をいい，実際には端末装置（DTE）と宅
内回線終端装置（DSU：Digita1　Service　Unit）間の接続条件のことである。インタフェース条件
には，電気的条件，論理的条件，物理的条件の3つの条件があり，これらのうち！つでも異なる
と端末間の相互接続はできなくなる。
　電気的条件とは，DSU　一　DTE間の電気的接続条件を示すもので，この条件の異なるインタ
フェース回路に接続するとDSU，　DTEの互いの回路を破損することがあるので注意が必要であ
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る。
　論理的条件とは，DSU－DTE問の信号の送受に関する条件である。しかし，ここでいう理論的
条件は，交換接続を行うのに必要な網制御信号をDTEと網との間で送受することについて示し
ているだけであり，端末闘相互のデータの送受については示されていない。
　物理的条件とは，電気的条件で指定された各信号が，どういうコネクタの，どの位置に配置す
るかを指定するものである。コネクタ形状，ピン収容などを問違えると，電気的条件に合わなく
なり，動作しなくなるばかりでなく，回路が破損してしまうことがあるので注意が必要である。
物理的条件では，コネクタ形状，ピン数，ピンの位置しか規定していないが，接続するケーブル
にも注意を払う必要がある（ストレート接続のケーブル，クロス接続のケーブルがあるので注意
を要する）。
　表3．1でも示したように，端末には，調歩同期（非同期）端末と同期端末とがあるが，詳細は次
の機会のインタフェース条件で説明する。
3．8宅内回線終端装置（DSU　Digita1　Service　Unit）
　宅内回線終端装置は，端末装置（DTE：Data　Terminal　Equipment）と加入者線との問に置くN’IT
直営の回線終端装置（DCE：Data　Circuit－termiRating　Equipment）で，加入者の宅内に装置する
装置である。DSUとDTEのインタフェースにはCCITTの勧告によるXシリーズインタフェース
と，Vシリーズインタフェースがある。　Xシリーズインタフェースが回線交換網の標準となって
いるので，このインタフェースをもつDTEはDSUに直結できるが，　Vシリーズインタフェース
のDTEでは，　NCU（NetWork　Control　Unit：網制御装置）と組み合わせて使わなければならない。
表3．7に，回線交換サービスのインタフェース条件を示す。
　DSUには，（1）送信機態，（2）受信機能，（3）その他の制御機能の3つの機能がある。
G）送信機能
　送信機態とは，端末装置からの信号を受けて加入者線のインタフェース条件に合わせて送信す
る機能である。端末とのインタフェースが調歩式の場合は，同期をとるためにベアラ速度の6／
8倍の速度で多点サンプリングする。端末とのインタフェースが同期式の場合は，データ信号を
同じ速度でサンフ．リングし，データとして取り込む。
（2）受信機能
　受信機能とは，加入者線からの信号を受信し，データ信号と制御信号とに分け，端末装置に送
る機能である。同期式の端末の場合は，データ信号から抽出したクロック信号も端末に送る。
（3）その他の制御機能
　加入者線上において，瞬断など何らかの障害により同期ずれが発生した場合，ある時間，切断
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表3．7　回線交換サービスのインタフェース条件
区　　　　分 ん㍉　　目
インタフェース条件
iCC王TT勧告）
接　　　続　　　形　　　式
調歩式Xシリーズ 200bit／s
@300
P，200
X，20
X．20，X。21
@　1
DSU同期式Xシリーズ DTE2，400bl之／s
S，800
X，600
S8，000
X21
i
調歩式Vシリーズ
X．20bls，　X．21bls
200bit／s
@300
k200
X．20bls
　　　　　　　　DSUd　　　　　・i
同期式Vシリーズ NCU
2，400bl宅／s
S，800
X，600
S8，000
X．21bls
　　　i
@　　｝＊　　　　　・
@　　し………一†　　　　　　　　　（V．24）
@　これは，DTεが自動発信機能をもつと＊　　き（V，24200）必要
や発呼などを表す制御ビッi・（Sビット）を保護し，誤切断や誤発呼などを防止する機能がある。
また，障害時の障害切分け用として折返し試験機能をも有する。
3．　9綱制御装置（NCU：NetWork　Control　Unit）
　網制御装置とは，発呼，ダイヤル信号送出，復旧などの回線交換網の制御を行う装置で，表2．7
の接続形式の中で図のような接続を行う。NCUのもつ動作モードには，①手動発信，自動着信，
②自動発信，自動着信の2つのモードがある。
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